
様式１ 

県立鹿島灘高等学校【総合的な探究の時間計画】（令和８年度） 

 

学校の教育目標 

主体的に学ぶ姿勢と社会に参加し貢献する態度を育成する。 

 

総合的な探究の時間の評価 

目標と育成する資質・能力 学習評価 配慮を必要とする生徒への支援方法 

・社会の中で必要不可欠な学力を習得す

る。 

・他者への理解と自己理解を深めるとと

もに自己肯定感を高め、社会への適応力

を身に付ける。 

・最低限の基礎学力の定着。 

・他者との良好なコミュニケーショ

ンを図り、好ましい関係を構築。 

・社会に参加し貢献する態度 

・積極的に社会に参加し貢献する態

度。 

・「個に応じた指導研修会」を開き、

全職員で情報を共有し、チーム学校

として生徒支援にあたる。 

・通級指導担当教員を教育相談部長

に置き、配慮を要する生徒に対する

アドバイスをいただける環境を整え

ている。 

 

各学年における主な取組内容  

「総合的な探究の時間」を課題研究等で代替している場合の科目名（              ） 

学年 主たる探究課題及び学習活動 外部との連携 育成を目指す生徒像 

 

１年 

 

主たる探究課題 

「自己理解と他者理解」 

学習活動 

・自分自身と全他愛の課題を考える。 

・グループ活動において実践的なコミ

ュニケーション力を育成し、自分と他

人について理解を深める。 

・茨城県カウンセリン

グセンターより講師を

招いてグループワーク

を実施  

自己理解と他者理解を

深め、社会でよりよく生

きていくためのコミュ

ニケーション力を高め

る。 

 

２年 

 

主たる探究課題 

「私の未来考察」 

学習活動 

・地元にある企業について調べる 

・グループ活動において、自分と社会

についての理解を深める 

・企業見学 

・進路関係の企業と連

携し講演会 

働くことの意義、自分の

適性を理解し、今後の人

生についての見識を広

げる。 

 

３年 

 

主たる研究課題 

「社会を生き抜く力の育て方」 

学習活動 

・自分自身と社会全体の課題について

考える。 

・自分の適性を踏まえて、今後の人生

について、郷土と関連付けて考える。 

・地元企業による講演、

説明会の実施 

 

自分の適性を理解し、進

路を選択し、自己実現を

図る。 

 


